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第一節 水防に関連する予報・警報の種類と発表基準 

１ 気象、高潮及び洪水についての予報・警報（名古屋地方気象台発表） 

水防に関する気象、高潮及び洪水の注意報・警報は「注意報」は大雨等の

気象現象により災害が起こるおそれのあるとき、「警報」は重大な災害が起

こるおそれのあるとき、「特別警報」は重大な災害が起こるおそれが著しく

大きい場合に、名古屋地方気象台から発表される。また、土砂災害や低地の

浸水、中小河川の増水･氾濫等については、実際に危険度が高まっている場

所がキキクル（警報の危険度分布）」等で発表される。さらに、現象の予告

的情報や補完的情報等として気象情報が発表されることがある。 

（略） 

(1) （略） 

(2) 高潮注意報 

台風や低気圧による海面の異常な上昇により災害が発生するおそれが

あると予想されたときに発表される。各市町村の海岸における潮位予測を

基に発表される。高潮警報に切り替える可能性に言及されていない場合

は、避難に備えハザードマップ等により災害リスク等を再確認するなど、

自らの避難行動の確認が必要とされる警戒レベル２である。高潮警報に切

り替える可能性が高い旨に言及されている場合は高齢者等の避難が必要

とされる警戒レベル３に相当する。なお、夜間から翌日早朝までに高潮警

報に切り替える可能性が高い注意報は、警戒レベル４に相当する。 

 

(3) （略） 

(4) 大雨警報 

大雨による重大な災害が発生するおそれがあると予想されたときに発

表される。大雨警報には、大雨警報（土砂災害）、大雨警報（浸水害）、大

雨警報（土砂災害、浸水害）のように、特に警戒すべき事項が明記される。

大雨警報（土砂災害）は高齢者等の避難が必要とされる警戒レベル３に相当

する。 

(5) 高潮警報 

台風や低気圧等による海面の異常な上昇により重大な災害が発生する

おそれがあると予想されたときに発表される。各市町村の海岸における潮

第一節 水防に関連する予報・警報の種類と発表基準 

１ 気象、高潮及び洪水についての予報・警報（名古屋地方気象台発表） 

水防に関する気象、高潮及び洪水の注意報・警報は「注意報」は大雨等の

気象現象により災害が発生するおそれのあるとき、「警報」は重大な災害が

発生するおそれのあるとき、「特別警報」は重大な災害が発生するおそれが

著しく大きい場合に、名古屋地方気象台から発表される。また、土砂災害や

低い土地の浸水、中小河川の増水･氾濫等については、実際に危険度が高ま

っている場所がキキクル（警報の危険度分布）」等で発表される。さらに、

現象の予告的情報や補完的情報等として気象情報が発表されることがある。 

（略） 

(1) （略） 

(2) 高潮注意報 

台風や低気圧による海面の異常な上昇により災害が発生するおそれが

あると予想されたときに発表される。各市町村の海岸における潮位予測を

基に発表される。高潮警報に切り替える可能性に言及されていない場合

は、避難に備えハザードマップ等により災害リスク等を再確認するなど、

自らの避難行動の確認が必要とされる警戒レベル２である。高潮警報に切

り替える可能性が高い旨に言及されている場合は高齢者等が避難する必

要があるとされる警戒レベル３に相当する。なお、夜間から翌日早朝まで

に高潮警報に切り替える可能性が高い注意報は、警戒レベル４に相当す

る。 

(3) （略） 

(4) 大雨警報 

大雨による重大な災害が発生するおそれがあると予想されたときに発

表される。大雨警報には、大雨警報（土砂災害）、大雨警報（浸水害）、大

雨警報（土砂災害、浸水害）のように、特に警戒すべき事項が明記される。

大雨警報（土砂災害）は高齢者等が避難する必要があるとされる警戒レベル

３に相当する。 

(5) 高潮警報 

台風や低気圧等による海面の異常な上昇により重大な災害が発生する

おそれがあると予想されたときに発表される。各市町村の海岸における潮
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位予測を基に発表される。危険な場所から避難が必要とされる警戒レベル

４に相当する。 

(6) 洪水警報 

河川の上流域での降雨や融雪等により河川が増水し、重大な災害が発生

するおそれがあると予想されたときに発表される。対象となる重大な災害

として、河川の増水や氾濫、堤防の損傷や決壊による重大な災害があげら

れる。高齢者等は危険な場所から避難が必要とされる警戒レベル３に相当

する。 

(7) 大雨特別警報 

大雨が特に異常であるため重大な災害が発生するおそれが著しく大き

いときに発表される。大雨特別警報には、大雨特別警報（土砂災害）、大

雨特別警報（浸水害）、大雨特別警報（土砂災害、浸水害）のように、特

に警戒すべき事項が明記される。災害が発生又は切迫している状況であ

り、命の危険が迫っているため直ちに身の安全を確保する必要があること

を示す警戒レベル５に相当する。 

(8) 高潮特別警報 

台風や低気圧等による海面の上昇が特に異常であるため重大な災害が

発生するおそれが著しく大きいときに発表される。危険な場所から避難が

必要とされる警戒レベル４に相当する。 

(9) 気象情報 

ア （略） 

イ 「記録的短時間大雨情報」（気象庁発表）…愛知県内で、大雨警報発

表中の二次細分区域において、キキクル（危険度分布）の 「危険」（紫）

が出現し、かつ数年に一度程度しか発生しないような猛烈な雨（１時間

降水量）が観測（地上の雨量計による観測）又は解析（気象レーダーと

地上の雨量計を組み合わせた分析）されたときに、気象庁から発表され

る。この情報が発表されたときは、土砂災害や低地の浸水、中小河川の

増水・氾濫といった災害発生につながるような猛烈な雨が降っている状

況であり、実際に災害発生の危険度が高まっている場所については、「キ

キクル（危険度分布）で確認する必要がある。愛知県の雨量による発表

基準は、１時間雨量１００ｍｍ以上の降水が観測又は解析されたときで

ある。 

ウ 「土砂災害警戒情報」（愛知県・名古屋地方気象台共同発表）…大雨

警報（土砂災害）の発表後、命に危険を及ぼす土砂災害がいつ発生して

位予測を基に発表される。危険な場所から避難する必要があるとされる警

戒レベル４に相当する。 

(6) 洪水警報 

河川の上流域での降雨や融雪等により河川が増水し、重大な災害が発生

するおそれがあると予想されたときに発表される。対象となる重大な災害

として、河川の増水や氾濫、堤防の損傷や決壊による重大な災害があげら

れる。高齢者等が危険な場所から避難する必要があるとされる警戒レベル

３に相当する。 

(7) 大雨特別警報 

大雨が特に異常であるため重大な災害が発生するおそれが著しく大き

いときに発表される。大雨特別警報には、大雨特別警報（土砂災害）、大

雨特別警報（浸水害）、大雨特別警報（土砂災害、浸水害）のように、特

に警戒すべき事項が明記される。災害が発生又は切迫している状況で、命

の危険があり直ちに身の安全を確保する必要があることを示す警戒レベ

ル５に相当する。 

(8) 高潮特別警報 

台風や低気圧等による海面の上昇が特に異常であるため重大な災害が

発生するおそれが著しく大きいときに発表される。危険な場所から避難す

る必要があるとされる警戒レベル４に相当する。 

(9) 気象情報 

ア （略） 

イ 「記録的短時間大雨情報」（気象庁発表）…愛知県内で、大雨警報発

表中に数年に一度程度しか発生しないような猛烈な雨（１時間降水量）

が観測（地上の雨量計による観測）又は解析（気象レーダーと地上の雨

量計を組み合わせた分析）され、かつ、キキクル（危険度分布）の「危

険」（紫）が出現している場合に、気象庁から発表される。この情報が

発表されたときは、土砂災害や低い土地の浸水、中小河川の増水・氾濫

といった災害発生につながるような猛烈な雨が降っている状況であり、

実際に災害発生の危険度が高まっている場所については、「キキクル（危

険度分布）で確認する必要がある。愛知県の雨量による発表基準は、１

時間雨量１００ｍｍ以上の降水が観測又は解析されたときである。 

 

ウ 「土砂災害警戒情報」（愛知県・名古屋地方気象台共同発表）…大雨

警報（土砂災害）の発表後、命に危険を及ぼす土砂災害がいつ発生して
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もおかしくない状況となったときに、市長の避難指示の発令判断や住民

の自主避難の判断を支援するため、対象となる市町村（＊）を特定して

警戒を呼びかける情報で、愛知県と名古屋地方気象台から共同で発表さ

れる。土砂災害警戒情報が発表された市町村内で危険度が高まっている

詳細な領域は土砂キキクル（大雨警報（土砂災害）の危険度分布）で確

認することができる。危険な場所から避難が必要とされる警戒レベル４

に相当する。 

エ （略） 

オ （略） 

(10)キキクル（大雨警報・洪水警報の危険度分布）等の種類と概要 

種  類 概 要 

土砂キキクル

（大雨警報

（土砂災害の

危険度分布） 
 

大雨による土砂災害発生の危険度の高まりの予測を、地図上で 

１ｋｍ 四方の領域（メッシュ）ごとに５段階に色分けして示す情

報。土壌雨量指数等の２時間先までの土壌雨量指数等の２時間先

までの予測値を用いて危険度を表示する。常時１０分ごとに更新

しており、大雨警報（土砂災害）や土砂災害警戒情報等が発表さ

れたときには、どこで危険度が高まっているかを面的に確認する

ことができる。 

・ 「災害切迫」（黒）：命の危険があり直ちに安全確保が必要と

される警戒レベル５に相当。 

・ 「危険」（紫）：危険な場所から避難が必要とされる警戒レ

ベル４に相当。 

・ 「警戒」（赤）：高齢者等は危険な場所から避難が必要とさ

れる警戒レベル３に相当。 

・ 「注意」（黄）：避難に備えハザードマップ等により災害リ

スク等を再確認するなど、避難に備え自らの避難行動の確認が

必要とされる警戒レベル２に相当。 

もおかしくない状況となったときに、市長の避難指示の発令判断や住民

の自主避難の判断を支援するため、対象となる市町村（＊）を特定して

警戒を呼びかける情報で、愛知県と名古屋地方気象台から共同で発表さ

れる。土砂災害警戒情報が発表された市町村内で危険度が高まっている

詳細な領域は土砂キキクル（大雨警報（土砂災害）の危険度分布）で確

認することができる。危険な場所から避難する必要があるとされる警戒

レベル４に相当する。 

エ （略） 

オ （略） 

(10)キキクル（大雨警報・洪水警報の危険度分布）等の種類と概要 

種  類 概 要 

土砂キキクル

（大雨警報

（土砂災害の

危険度分布） 
 

大雨による土砂災害発生の危険度の高まりの予測を、地図上で 

１ｋｍ 四方の領域（メッシュ）ごとに５段階に色分けして示す情

報。土壌雨量指数等の２時間先までの土壌雨量指数等の２時間先

までの予測値を用いて危険度を表示する。常時１０分ごとに更新

しており、大雨警報（土砂災害）や土砂災害警戒情報等が発表さ

れたときには、どこで危険度が高まっているかを面的に確認する

ことができる。 

・ 「災害切迫」（黒）：命の危険があり直ちに身の安全を確保す

る必要があるとされる警戒レベル５に相当。 

・ 「危険」（紫）：危険な場所から避難する必要があるとされ

る警戒レベル４に相当。 

・ 「警戒」（赤）：高齢者等が危険な場所から避難する必要が

あるとされる警戒レベル３に相当。 

・ 「注意」（黄）：避難に備えハザードマップ等により災害

リスク等を再確認するなど、避難に備え自らの避難行動の確

認が必要とされる警戒レベル２に相当。 
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浸水キキクル

（大雨警報（浸

水害）の危険度

分布） 

 短時間強雨による浸水害発生の危険度の高まりの予測を、地図上で

１ｋｍ四方の領域（メッシュ）ごとに５段階に色分けして示す情

報。１１時間先までの表面雨量指数の予測値を用いて常時１０分

ごとに更新しており、大雨警報（浸水害）等が発表されたときに

は、どこで危険度が高まるかを面的に確認することができる。 

・ 「災害切迫」（黒）：命の危険があり直ちに安全確保が必要と

される警戒レベル５に相当。 

洪水キキクル

（洪水警報

の 危 険度分

布） 

指定河川洪水予報の発表対象ではない中小河川（水位周知河川

及びその他河川）の洪水害発生の危険度の高まりの予測を、地図

上で河川流路を概ね１ｋｍごとに５段階に色分けして示す情

報。３時間先までの流域雨量指数の予測値を用いて常時１０分

ごとに更新しており、洪水警報等が発表されたときには、どこ

で危険度が高まるかを面的に確認することができる。 

・ 「災害切迫」（黒）：命の危険があり直ちに安全確保が必要と

される警戒レベル５に相当。 

・ 「危険」（紫）：危険な場所から避難が必要とされる警戒レ

ベル４に相当。 

・ 「警戒」（赤）：高齢者等は危険な場所から避難が必要とさ

れる警戒レベル３に相当。 

・ 「注意」（黄）：避難に備えハザードマップ等により災害リ

スク等を再確認するなど、自らの避難行動の確認が必要とされ

る警戒レベル２に相当。 

 

（略） 

 

２ 津波警報等の種類・内容等（気象庁発表） 

（略） 

(1) 大津波警報、津波警報、津波注意報 

 ア 大津波警報、津波警報、津波注意報の発表等 

（略） 

 

 

 

浸水キキクル

（大雨警報（浸

水害）の危険度

分布） 

短時間強雨による浸水害発生の危険度の高まりの予測を、地図上で

１ｋｍ四方の領域（メッシュ）ごとに５段階に色分けして示す情

報。１１時間先までの表面雨量指数の予測値を用いて常時１０分

ごとに更新しており、大雨警報（浸水害）等が発表されたときに

は、どこで危険度が高まるかを面的に確認することができる。 

・ 「災害切迫」（黒）：命の危険があり直ちに身の安全を確保す

る必要があるとされる警戒レベル５に相当。 

洪水キキクル

（洪水警報

の 危 険度分

布） 

指定河川洪水予報の発表対象ではない中小河川（水位周知河川

及びその他河川）の洪水害発生の危険度の高まりの予測を、地図

上で河川流路を概ね１ｋｍごとに５段階に色分けして示す情

報。３時間先までの流域雨量指数の予測値を用いて常時１０分

ごとに更新しており、洪水警報等が発表されたときには、どこ

で危険度が高まるかを面的に確認することができる。 

・ 「災害切迫」（黒）：命の危険があり直ちに身の安全を確保す

る必要があるとされる警戒レベル５に相当。 

・ 「危険」（紫）：危険な場所から避難する必要があるとされ

る警戒レベル４に相当。 

・ 「警戒」（赤）：高齢者等が危険な場所から避難する必要が

あるとされる警戒レベル３に相当。 

・ 「注意」（黄）：避難に備えハザードマップ等により災害

リスク等を再確認するなど、自らの避難行動の確認が必要と

される警戒レベル２に相当。 

 

（略） 

 

２ 津波警報等の種類・内容等（気象庁発表） 

（略） 

(1) 大津波警報、津波警報、津波注意報 

 ア 大津波警報、津波警報、津波注意報の発表等 

（略） 
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26 

 

津波警報等の種類と発表される津波の高さ等 

津波警報等

の種類 
発表基準 

発表される津波の高さ 想定される被害と取るべき行動 

数値での発表 

（津波の高さの予

想の区分） 

巨大地震

の場合の

発表 

 

大津波警報 

（特別警報） 

予想される津波

の（追加）高さが

高いところで３

ｍを超える場合 

１０ｍ超 

（１０ｍ＜予想高

さ） 

巨大 

（追加）木造家屋が全壊・流失し、人

は津波による流れに巻き込まれる。沿

岸部や川沿いにいる人は、ただちに高

台や津波避難ビルなど安全な場所へ

避難する。 

警報が解除されるまでは安全な場所

から離れない。 

１０ｍ 

（５ｍ＜予想高さ

≦１０ｍ） 

５ｍ 

（３ｍ＜予想高さ

≦５ｍ） 

標高の低いところでは津波が襲い、浸

水被害が発生する。人は津波による流

れに巻き込まれる。 

沿岸部や川沿いにいる人はただちに

高台や津波避難ビルなど安全な場所

へ避難する。警報が解除されるまで安

全な場所から離れない。 

津波警報 

予想される津波

の（追加）高さが

高いところで１

ｍを超え、３ｍ

以下である場合 

３ｍ 

（１ｍ＜予想高さ

≦３ｍ） 

高い 

 

津波注意報 

予想される津波

の（追加）高さが

高いところで

０．２ｍ以上１

ｍ以下である場

合であって、津

波による災害の

恐れがある場合 

１ｍ 

（０．２ｍ≦予想

高さ≦１ｍ） 

- 

（表記し

ない） 

海の中では人は速い流れに巻き込ま

れ、また、養殖いかだが流失し小型船

舶が転覆する。 

海の中にいる人はただちに海から上

がって、海岸から離れる。海水浴や磯

釣りは危険なので行わない。 

注意報が解除されるまで海に入った

り海岸に近づいたりしない。 

（略） 

 

津波警報等の種類と発表される津波の高さ等 

津波警報等

の種類 
発表基準 

発表される津波の高さ 想定される被害と取るべき行動 

数値での発表 

（予想される津波

の高さ区分） 

巨大地震

の場合の

発表 

 

大津波警報 

（特別警報） 

予想される津波

の最大波の高さ

が高いところで

３ｍを超える場

合 

１０ｍ超 

（１０ｍ＜予想さ

れる津波の最大波

の高さ） 

巨大 

巨大な津波が襲い、木造家屋が全壊・

流失し、人は津波による流れに巻き込

まれる。沿岸部や川沿いにいる人は、

ただちに高台や津波避難ビルなど安

全な場所へ避難する。 

警報が解除されるまでは安全な場所

から離れない。 

１０ｍ 

（５ｍ＜予想され

る津波の最大波の

高さ≦１０ｍ） 

５ｍ 

（３ｍ＜予想され

る津波の最大波の

高さ≦５ｍ） 

標高の低いところでは津波が襲い、浸

水被害が発生する。人は津波による流

れに巻き込まれる。 

沿岸部や川沿いにいる人はただちに

高台や津波避難ビルなど安全な場所

へ避難する。警報が解除されるまで安

全な場所から離れない。 

津波警報 

予想される津波

の最大波の高さ

が高いところで

１ｍを超え、３

ｍ以下である場

合 

３ｍ 

（１ｍ＜予想され

る津波の最大波の

高さ≦３ｍ） 

高い 

 

津波注意報 

予想される津波

の最大波の高さ

が高いところで

０．２ｍ以上１

ｍ以下である場

合であって、津

波による災害の

恐れがある場合 

１ｍ 

（０．２ｍ≦予想

される津波の最大

波の高さ≦１ｍ） 

- 

（表記し

ない） 

海の中では人は速い流れに巻き込ま

れ、また、養殖いかだが流失し小型船

舶が転覆する。 

海の中にいる人はただちに海から上

がって、海岸から離れる。海水浴や磯

釣りは危険なので行わない。 

注意報が解除されるまで海に入った

り海岸に近づいたりしない。 
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イ 津波警報等の留意事項等 

・ 沿岸に近い海域で大きな地震が発生した場合、津波警報等の発表が

津波の襲来に間に合わない場合がある。 

・ 津波警報等は、精査した地震の規模や実際に観測した津波の高さを

もとに、更新する場合がある。 

・ 津波による災害の恐れがなくなったと認められる場合、津波警報等

の解除を行う。このうち、津波の観測状況等により、津波がさらに高

くなる可能性は小さいと判断した場合には、津波の高さが津波注意報

の発表基準未満となる前に、海面変動が継続することや留意事項を付

して解除を行う場合がある。 

・ どのような津波であれ、危険な地域から一刻も早い避難が必要であ

ることから、市は、高齢者等避難は発令せず、基本的には避難指示の

みを発令する。 

また、緊急安全確保は基本的には発令しない。 

・ 大津波警報、津波警報、津波注意報により、避難の対象とする地域

が異なる。 

（略） 

 

（略） 

イ 津波警報等の留意事項等 

(ｱ) 沿岸に近い海域で大きな地震が発生した場合、津波警報等の発表

が津波の襲来に間に合わない場合がある。 

(ｲ) 津波警報等は、精査した地震の規模や実際に観測した津波の高さ

をもとに、更新する場合がある。 

(ｳ) 津波による災害の恐れがなくなったと認められる場合、津波警報

等の解除を行う。このうち、津波の観測状況等により、津波がさらに

高くなる可能性は小さいと判断した場合には、津波の高さが津波注意

報の発表基準未満となる前に、海面変動が継続することや留意事項を

付して解除を行う場合がある。 

(ｴ) どのような津波であれ、危険な地域から一刻も早い避難が必要で

あることから、市は、高齢者等避難は発令せず、基本的には避難指示

のみを発令する。 

また、緊急安全確保は基本的には発令しない。 

(ｵ) 大津波警報、津波警報、津波注意報により、避難の対象とする地域

が異なる。 

（略） 

 

 

 

２．碧南市各

部局におけ

る活動の反

映等 

（表記の修

正） 

38 第九章 水位情報の周知 第九章 水位情報の周知  

41 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第五節 水位情報等発表文例 

（略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

第五節 水位情報等発表文例 

（略） 
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（追加） 

 

 

 

１．県水防計

画の修正を

反映 

（規定整備） 
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頁 現行計画(令和６年２月修正) 改正後(令和７年２月修正) 改正理由 

42 
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43 
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44 
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45 

 

50 第十章 水防活動 第十章 水防活動  

50 第一節 雨量・水位・潮位の監視と通報 

１ （略） 

２ 愛知県水防テレメータシステム 

(1) （略） 

(2) 構成 

（略） 

第一節 雨量・水位・潮位の監視と通報 

１ （略） 

２ 愛知県水防テレメータシステム 

(1) （略） 

(2) 構成 

（略） 

１．県水防計

画の修正を

反映 

（規定整備） 
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頁 現行計画(令和６年２月修正) 改正後(令和７年２月修正) 改正理由 

（愛知県水防テレメータシステムの他に、危機管理型水位計を180局設置している。） （愛知県水防テレメータシステムの他に、危機管理型水位計を181局設置している。） 

55 

56 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

57 

第三節 水防団（消防団）の出動 

１～４ （略） 

５ 安全配慮 

（略） 

水防作業や避難誘導の際も、水防団（消防団）員自身の安全は確保（追記）

ため、次の事項を実施する。 

・ 水防活動時はライフジャケットを着用する。 

・ 水防活動時の安否確認や情報収集・伝達を可能にするため、トランシー

バー等通信機器を携行する。 

・ 水防活動時は、ラジオを携行する等、最新の気象情報を入手可能な状態

で実施する。 

・ 指揮者は、水防活動が長時間にわたるときは、疲労に起因する事故を防

止するため団員を随時交代させる。 

・ 水防活動を行う範囲に応じて監視員を適宜配置する。 

・ 指揮者又は監視員は、現場状況の把握に努め、水防団員の安全を確保す

るため、必要に応じ、速やかに退避を含む具体的な指示や注意を行う。 

・ 指揮者は水防団員等の安全確保のため、予め活動可能な時間等を水防団

員等へ周知し、共有しなければならない。 

・ 指揮者は、活動中の不測の事態に備え、退避方法、退避場所、退避を指

示する合図等を事前に徹底する。 

・ 出水期前に、洪水時の堤防決壊の事例等の資料を水防団員全員に配付

し、安全確保のための研修を実施する。 

・ 気象庁から発表される津波警報等が現地で活動中の水防団員に必ず届

くことを確認しておくこと。 

第三節 水防団（消防団）の出動 

１～４ （略） 

５ 安全配慮 

（略） 

水防作業や避難誘導の際も、水防団（消防団）員自身の安全を確保するた

め、次の事項を実施する。 

(1) 水防活動時はライフジャケットを着用する。 

(2) 水防活動時の安否確認や情報収集・伝達を可能にするため、トランシー

バー等通信機器を携行する。 

(3) 水防活動時は、ラジオを携行する等、最新の気象情報を入手可能な状態

で実施する。 

(4) 指揮者は、水防活動が長時間にわたるときは、疲労に起因する事故を防

止するため団員を随時交代させる。 

(5) 水防活動を行う範囲に応じて監視員を適宜配置する。 

(6) 指揮者又は監視員は、現場状況の把握に努め、水防団員の安全を確保す

るため、必要に応じ、速やかに退避を含む具体的な指示や注意を行う。 

(7) 指揮者は水防団員等の安全確保のため、予め活動可能な時間等を水防

団員等へ周知し、共有しなければならない。 

(8) 指揮者は、活動中の不測の事態に備え、退避方法、退避場所、退避を指

示する合図等を事前に徹底する。 

(9) 出水期前に、洪水時の堤防決壊の事例等の資料を水防団員全員に配付

し、安全確保のための研修を実施する。 

(10)気象庁から発表される津波警報等が現地で活動中の水防団員に必ず届

くことを確認しておくこと。 

 

 

 

 

 

２．碧南市各

部局におけ

る活動の反

映等 

（表記の修

正） 

69 

 

 

 

70 

 

第七節 浸水想定区域等における円滑かつ迅速な避難の確保及び浸水の防止

のための措置 

１ 洪水対応 

(1)～(2) （略） 

(3) 洪水ハザードマップ 

本市では、浸水想定区域の指定に基づき、住民の円滑かつ迅速な避難の

第七節 浸水想定区域等における円滑かつ迅速な避難の確保及び浸水の防止

のための措置 

１ 洪水対応 

(1)～(2) （略） 

(3) 洪水ハザードマップ 

本市では、浸水想定区域の指定に基づき、住民の円滑かつ迅速な避難の

 

 

 

 

２．碧南市各

部局におけ
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71 

確保を図るため、避難が必要な地区、洪水予報の伝達方法、避難場所等を

記載した洪水ハザードマップを作成・配布している。 

また、ハザードマップに記載した事項を、市のホームページへの掲載し、

住民が提供を受けることができる状態にしている。 

これらのハザードマップを有効活用して、平常時からの防災意識の向上

と自主的な避難の心構えを養い、水災時には住民の円滑かつ迅速な避難の

確保を図るものとする。 

（略） 

２ 津波対応 

(1) 津波災害警戒区域の指定 

（略） 

※ 碧南市のおいても一部の地域で津波災害警戒区域指定がされた。公示

図書については、碧南市防災課窓口で閲覧することができる。 

 

確保を図るため、避難が必要な地区、洪水予報の伝達方法、避難場所等を

記載した洪水ハザードマップを作成・配布している。 

また、ハザードマップに記載した事項を（削除）市のホームページへ（削

除）掲載し、住民が提供を受けることができる状態にしている。 

これらのハザードマップを有効活用して、平常時からの防災意識の向上

と自主的な避難の心構えを養い、水災時には住民の円滑かつ迅速な避難の

確保を図るものとする。 

（略） 

２ 津波対応 

(1) 津波災害警戒区域の指定 

（略） 

※ 碧南市においても一部の地域で津波災害警戒区域指定がされた。公示

図書については、碧南市防災課窓口で閲覧することができる。 

 

る活動の反

映等 

（表記の修

正） 

78 
第十一章 他の水防機関等との協力応援 第十一章 他の水防機関等の協力応援 

１．県水防計

画の修正を

反映 

（規定整備） 

 


